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わ

　
今
日
の
刑
事
裁
到
制
度
が
百
年
前
の
そ
れ
と
異
る
最
も
顯
著
な
も
の
は
人
道

主
義
の
増
進
で
あ
る
、
と
は
著
者
が
『
刑
法
入
門
』
の
序
（
邑
ま
）
に
於
い
て

述
べ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
正
に
そ
の
人
道
主
義
に
基
く
刑
事
立
法
の
尖
端

を
示
す
も
の
が
〇
ニ
ヨ
嘗
巴
臼
顔
試
8
》
9
｝
一
漣
o
o
．
（
こ
の
法
律
に
つ
い
て
は

日
ロ
自
o
吋
閑
①
3
曽
冨
山
国
、
O
弓
牌
プ
”
g
“
O
識
ヨ
ぎ
菖
噛
β
ω
二
〇
〇
＞
9
℃
ぢ
“
oo
・
切
β
詳
霞
毛
o
詳
プ
印
O
o
．

が
解
説
書
と
し
て
は
小
冊
な
が
ら
便
利
。
そ
の
他
刑
法
難
誌
第
二
巻
第
二
號
九

九
頁
以
下
参
照
）
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
職
時
中
及
び
終
職
直
後

の
諸
外
國
と
の
交
通
杜
絶
か
ら
全
く
孤
立
歌
態
に
あ
つ
た
學
會
も
、
や
が
て
準

和
の
圖
復
に
っ
れ
、
こ
と
に
洋
書
の
購
入
が
可
能
に
な
つ
て
か
ら
は
、
漸
次
各

國
に
於
け
る
學
會
や
立
法
の
現
況
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
眼
を
イ

ギ
リ
ス
刑
事
法
分
野
に
向
け
た
時
、
そ
の
戦
後
最
大
の
劃
期
的
刑
事
立
法
と
し

て
前
記
O
該
ヨ
冒
巴
笥
塁
餓
8
》
9
鳩
一
濾
o
o
・
に
注
意
を
惹
か
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
既
に
布
井
要
太
郎
域
に
よ
つ
て
そ
の
大
要
が
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
一
九
三
）

介
さ
れ
て
い
る
（
前
出
、
刑
法
雌
誌
第
二
巻
第
二
號
九
九
頁
以
下
）
か
ら
詳
言

は
避
け
る
が
、
と
に
か
く
『
一
七
〇
八
年
以
降
の
刑
事
關
係
諸
立
法
に
重
大
な

影
響
を
與
え
、
そ
の
慶
止
或
い
は
修
正
を
受
け
た
も
の
は
九
〇
に
達
す
ゐ
』
（
前

出
刑
法
難
誌
九
九
頁
）
も
の
で
、
た
と
え
そ
の
大
部
分
が
こ
の
法
律
の
制
定
以

前
に
既
に
行
政
行
爲
に
よ
つ
て
實
施
せ
ら
れ
て
居
つ
た
と
し
て
も
な
お
刑
罰
改

善
の
叢
達
の
爲
に
重
要
な
一
歩
を
進
め
た
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
法

入
門
箆
貯
滲
照
）
劃
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
マ
ギ
リ
ス
で
は
同
じ
く
一
九
四
八

年
に
》
ヰ
①
含
営
9
閑
”
b
o
訪
9
｝
一
逡
o
o
・
も
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

一
九
四
八
年
は
イ
ギ
リ
ス
刑
法
史
上
特
筆
に
贋
す
る
年
の
よ
う
で
あ
る
。
更
に

以
上
の
他
に
一
九
四
八
年
に
は
O
o
9
冨
三
霧
訪
9
｝
一
逡
o
o
。
も
亦
多
ぐ
の
刑

罰
規
定
を
含
み
（
刑
法
入
門
二
八
O
頁
）
、
　
又
閑
①
肩
窃
睾
富
試
名
9
窪
①

男
8
覧
Φ
訪
9
｝
お
鵠
。
も
そ
の
第
四
八
條
及
び
第
五
〇
條
の
第
四
項
に
於
い

て
、
國
會
及
び
市
會
の
選
暴
の
際
に
選
墨
人
の
身
分
詐
構
を
起
訴
す
る
爲
に
は

少
く
と
も
二
人
の
僑
用
あ
る
讃
人
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
（
刑
法
入
門
二

九
八
頁
）
刑
法
に
干
渉
し
て
い
る
。

　
R
・
ク
ロ
ス
及
び
P
・
A
・
ジ
ョ
ー
ソ
ズ
の
共
著
に
よ
る
》
β
ぎ
霞
a
9
－

江
o
ロ
ε
O
ユ
目
目
巴
ぴ
餌
ヨ
bo
昌
q
●
国
α
●
レ
漣
P
及
び
O
器
＄
o
β
O
託
ヨ
置
巴

■
曽
ヨ
一
逡
P
は
、
共
に
こ
れ
等
〇
二
琶
首
巴
『
諾
試
8
距
9
し
漣
o
o
。
そ
の

仙
最
新
の
立
法
を
い
ち
早
く
と
り
入
れ
た
激
科
書
並
に
到
例
集
と
し
て
、
か
な

り
高
く
評
贋
さ
れ
て
い
い
本
で
あ
る
。

醐
繭

　
》
冒
H
β
宵
O
α
悶
O
試
O
冨
ε
〇
二
目
一
冨
巴
目
”
毛
矯
お
蒔
Q
Q
。
（
第
一
版
）
は
、
主
と

し
て
學
生
の
爲
の
教
科
書
と
し
て
、
だ
が
し
か
し
直
ぐ
に
改
訂
さ
れ
な
け
れ
ば



な
ら
な
い
宿
命
を
推
つ
て
、
一
九
四
八
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。
何
と
な
れ

ば
、
本
書
は
か
な
り
好
評
裡
に
迎
え
ら
れ
は
し
た
が
、
同
年
七
月
三
十
日
に
は

前
述
の
9
、
一
窮
寓
巴
匂
塁
怠
8
》
9
博
お
鵠
・
が
國
王
の
裁
可
を
得
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
で
著
者
達
は
本
法
が
七
月
三
十
一
日
敷
力
を
叢
し
て
第
二
版
出
版

當
時
に
は
す
で
に
全
規
定
が
完
全
に
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
假
定
し
て
（
第

二
版
の
爲
の
序
。
し
か
し
實
際
に
は
各
條
項
は
必
要
に
慮
じ
て
櫃
密
院
の
命
令

に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
る
臼
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
）
、
　
こ
の
新
法

に
封
懸
す
べ
き
も
の
と
し
て
改
訂
の
筆
を
進
め
、
一
九
四
九
年
一
月
、
第
一
版

出
版
後
一
年
を
樫
ぬ
中
に
第
二
改
訂
版
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
當
時
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
ペ

リ
ス
に
於
い
て
は
、
最
も
代
表
的
な
刑
法
教
科
書
と
し
て
定
評
の
あ
る
ケ
ニ
イ

賃
睾
身
）
の
O
鼻
一
ぼ
臼
亀
（
ぞ
一
茸
嘗
巴
H
輌
名
が
一
九
四
七
年
版
を
出
版
し

た
後
、
新
し
い
刑
事
立
法
に
關
し
て
は
沈
黙
の
駄
態
に
あ
り
、
そ
の
新
訂
一
九

五
〇
年
版
の
出
る
迄
の
間
隙
を
補
充
す
る
に
足
る
も
の
と
し
て
、
本
書
の
果
し

た
役
割
は
大
き
く
、
從
つ
て
評
到
も
高
か
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
察
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
國
に
於
い
て
も
ケ
ニ
イ
の
一
九
四
七
年
版
が
楡
入
さ

れ
た
後
、
五
〇
年
版
は
書
店
の
カ
タ
・
グ
で
稜
見
し
得
た
の
み
で
、
稜
行
部
歎

の
關
係
か
ら
か
未
だ
に
入
手
出
來
な
い
状
態
に
あ
る
爲
、
本
書
か
ら
得
る
所
極

め
て
大
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
之
に
封
し
O
緩
霧
睾
O
甑
目
官
巴
■
曽
ヨ
一
〇
畠
・
の
方
は
、
『
刑
法
入
門
』

第
二
版
よ
り
も
更
に
殆
ど
一
年
近
く
邊
れ
て
、
一
九
四
九
年
の
暮
の
二
一
月
三

〇
日
、
主
と
し
て
『
刑
法
入
門
』
の
姉
妹
篇
と
し
て
相
互
参
照
を
附
し
、
更
に

他
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ヅ
ク
と
の
併
用
を
も
目
的
と
し
て
（
判
例
集
序
）
出
版
さ
れ

た
も
の
で
、
從
つ
て
『
刑
法
入
門
』
と
併
せ
讃
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
各
別
に
、
著
者
の
肢
述
の
順
を
追
い
乍
ら
些
か
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹

　
　
　
　
紹
介
乏
批
評

介
を
試
み
た
い
。

三

　
『
刑
法
入
門
』
第
二
版
は
、
ー
A
版
で
本
文
三
三
〇
頁
、
刑
法
の
本
質
、
刑
法

の
機
構
、
刑
法
の
内
容
、
刑
事
訴
訟
事
件
に
於
け
る
讃
擦
の
、
四
篇
、
二
一

章
、
一
八
七
節
と
刑
事
訴
訟
手
績
に
於
い
て
用
い
ら
れ
る
書
式
一
六
種
を
集
め

た
附
録
一
〇
頁
、
そ
の
他
第
二
版
の
爲
の
序
、
序
論
、
判
例
目
録
、
制
定
法
目

録
、
索
引
か
ら
成
る
。

　
著
者
は
そ
の
序
論
に
於
い
て
、
『
イ
ギ
リ
ス
刑
法
が
制
定
法
と
普
通
法
と
の
結

合
で
あ
る
と
い
う
事
實
が
、
第
四
章
の
責
任
の
一
般
原
則
を
艦
系
的
に
述
べ
る

こ
と
（
｛
。
言
三
＆
躊
）
を
困
難
に
す
る
理
由
で
あ
る
』
（
凶
三
）
と
述
べ
て
い
る

が
、
實
際
、
英
米
刑
法
の
様
に
、
法
源
に
於
い
て
は
、
判
例
法
と
し
て
の
普
通

法
と
國
曾
制
定
法
又
は
從
位
立
法
と
し
て
の
藪
多
い
軍
行
立
法
と
が
微
妙
に
交

錯
し
乍
ら
、
内
容
に
於
い
て
も
、
實
陛
法
と
し
て
の
刑
法
と
手
綾
法
と
し
て
の

刑
事
訴
訟
法
と
が
渾
然
一
膿
を
爲
し
て
い
て
、
大
陸
法
系
の
諸
國
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
理
論
的
騰
系
づ
け
の
な
い
『
實
際
の
國
』
（
前
出
刑
法
難
誌
九
九
頁
）
に

於
い
て
、
之
を
統
】
的
に
概
説
し
、
理
解
せ
し
め
よ
う
と
す
る
教
科
書
の
作
製

は
困
難
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
者
達
は
こ
の
難
事
業
に
嘗
り
・
各
節

毎
に
、
最
初
に
比
較
的
大
き
な
活
字
で
關
係
制
定
法
到
例
等
か
ら
蹄
納
的
に
抽

出
さ
れ
た
主
題
9
吋
8
邑
ぎ
昌
）
を
揚
げ
、
次
に
論
明
（
。
暮
一
磐
昌
曾
）
と
し
て
、

よ
り
小
さ
な
活
字
で
關
係
あ
る
制
定
法
及
び
到
例
に
徴
し
つ
つ
比
較
的
に
要
約

さ
れ
た
読
明
を
試
み
る
と
云
う
救
述
方
法
を
試
み
た
。
こ
の
方
法
は
、
一
讃
し

て
間
題
の
要
黙
を
把
握
せ
し
め
る
の
に
興
つ
て
カ
が
あ
り
、
學
生
の
理
解
を
援

け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

六
五
　
　
（
一
九
四
）



　
　
　
　
紹
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批
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さ
て
、
第
一
篇
は
刑
法
の
本
．
質
（
塁
。
乞
欝
言
・
。
。
h
o
．
鐵
塁
昌
薯
）
に
つ
い

て
、
之
を
犯
罪
の
定
義
（
穿
。
∪
。
9
ξ
。
昌
鋤
曽
O
・
ぎ
①
）
、
刑
法
の
法
源
（
醤
。

ロ
。
百
吋
。
。
ω
。
h
葺
。
O
弓
試
5
即
逼
騨
≦
）
、
犯
罪
の
分
類
角
訂
9
碧
芽
昌
9
9
9
ぎ
邑
、

刑
事
責
任
（
O
弓
ぎ
ぎ
曽
一
＝
”
霞
蔓
）
、
責
任
の
段
階
（
望
。
U
。
鷺
§
＆
寄
誓
。
邑
婆
ξ
）

の
五
章
に
分
つ
て
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
今
世
紀
に
入
つ
て
顯
著

な
現
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
從
位
立
法
（
oQ
仁
ぴ
。
・
身
印
富
謬
塾
一
銭
9
）
が
、
普
通

法
、
制
定
法
と
共
に
泳
源
と
し
て
撃
げ
ら
れ
て
い
る
貼
が
注
目
さ
れ
る
。
今
世

紀
の
こ
の
影
し
い
從
位
立
法
に
よ
る
罰
則
規
定
に
關
し
て
、
著
者
は
序
論
に
於

い
て
『
國
家
活
動
が
過
去
五
〇
年
間
に
増
大
し
た
の
と
同
檬
に
刑
法
領
域
は
搬

大
さ
れ
た
』
と
し
、
し
か
も
こ
の
多
く
の
委
任
立
法
に
於
い
て
は
、
そ
の
規
定
違

反
行
爲
は
道
徳
的
な
可
非
難
性
と
は
全
く
濁
立
し
て
劃
一
的
ど
庭
罰
さ
れ
る
事

を
説
き
、
又
『
犯
罪
製
造
の
こ
の
方
法
（
委
任
立
法
に
よ
る
多
く
の
新
し
い
刑

罰
規
定
の
摺
加
－
筆
者
註
）
は
し
ば
し
ば
非
難
さ
れ
る
が
、
刑
法
は
軍
に
明

白
に
刑
罰
に
償
す
る
悪
（
、
．
吋
。
轟
）
を
防
止
す
る
爲
に
の
み
用
い
ら
れ
る
べ
き
も

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
セ
　
　
し
　
　
セ
　
　
し
　
　
し
　
　
し
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
し
　
　
し
　
　
ち

の
で
は
な
く
し
て
現
下
の
政
府
の
政
策
の
成
就
の
爲
（
詑
、
傍
黙
筆
者
）
に
も
亦

用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
が
銘
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』

と
述
べ
て
い
る
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
自
然
犯
と
法
定
犯

（
行
政
犯
）
と
の
間
に
概
念
的
匠
別
な
く
、
し
か
も
一
般
に
法
的
教
養
の
高
い

國
民
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
始
め
て
曇
い
得
る
言
葉
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
刑
法
の
特
色
を
端
的
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
ど

も
云
え
よ
う
が
、
爾
疑
間
な
し
と
ば
さ
れ
な
い
。

　
第
二
版
に
於
い
て
は
♀
ぎ
宮
巴
音
9
団
8
》
9
㍉
謹
o
o
・
と
は
關
係
な
く
、

第
一
篇
中
刑
事
責
柾
の
一
般
條
件
に
關
す
る
第
一
四
節
が
一
部
書
き
直
さ
れ
、

必
然
的
に
第
四
章
を
通
じ
て
多
く
の
饗
．
更
が
爲
さ
れ
た
（
v
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
一
九
五
）

　
第
二
篇
は
刑
法
の
機
構
（
孚
。
冒
餌
。
監
ロ
。
国
矯
。
P
竃
9
試
邑
目
署
）
と
題
し
、

更
に
刑
事
管
轄
裁
判
所
（
醤
①
o
。
ロ
昌
脆
。
騰
o
帰
ぎ
剛
昌
騨
一
冒
曇
身
§
星
、
刑
事
裁
到

椹
の
限
界
へ
穿
。
い
ぼ
静
。
出
O
門
一
昌
昌
ロ
一
者
門
一
。
。
旨
ぎ
ど
、
公
到
前
の
手
練
（
胃
。
8
8
・

凶
昌
盤
げ
①
隔
。
吋
。
目
．
M
”
一
）
、
起
訴
状
分
審
理
（
円
膏
一
g
一
邑
鐸
ヨ
昌
遭
、
即
決
裁
到
（
青

少
年
犯
人
を
除
く
）
（
o
q
鐸
．
β
ヨ
理
矯
日
【
一
”
国
〔
。
爵
。
㎏
夢
即
冨
旨
く
。
島
。
o
浮
呂
①
邑
い
、
青

少
年
犯
人
の
裁
到
（
臣
①
目
胃
一
騨
一
。
h
臼
目
く
。
μ
出
①
O
浮
冒
倉
邑
控
訴
（
卜
薯
。
募
）
、
刑
事

訴
訟
手
綾
の
蓮
び
方
角
ぴ
。
o
。
β
自
g
。
酔
。
呂
吋
試
昌
餌
モ
．
。
。
。
。
旨
窃
）
、
有
罪
評
決
に
基

く
刑
罰
及
び
命
令
（
℃
ロ
冨
嫡
的
言
①
冒
一
の
曽
胃
山
○
吋
伽
。
門
ロ
ξ
聲
9
身
一
＆
呂
）
の
九
章
に

細
分
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
9
富
日
巴
q
房
試
8
》
9
殺
謹
o
o
●
は
從
來
の
答
刑
の
塵
止
、
禁
鋼
と
懲
役

と
の
間
の
差
別
の
駿
止
、
新
し
い
矯
正
訓
練
（
O
。
増
弓
。
＆
お
円
羅
慧
轟
）
と
豫
防
拘

禁
（
℃
．
。
〈
。
昆
く
。
U
。
紳
。
旨
臨
。
”
）
に
關
す
る
規
定
等
刑
罰
に
關
す
る
規
定
が
中
心
を

爲
し
、
刑
罰
改
善
の
護
展
に
お
け
る
最
も
重
要
な
一
歩
を
前
進
し
た
と
云
わ
れ

る
（
風
貯
及
び
二
ま
ハ
頁
参
照
）
丈
に
、
本
書
に
於
い
で
も
之
と
最
も
關
係

の
深
い
第
二
篇
は
、
こ
の
法
律
の
直
接
の
影
響
と
し
て
多
く
の
攣
更
を
受
け
た

こ
と
は
第
二
版
の
序
（
v
）
及
び
第
二
篇
の
本
文
を
通
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

（
但
し
残
念
乍
ら
第
一
版
が
手
許
に
な
い
爲
詳
細
な
比
較
封
照
を
試
み
る
こ
と

は
出
來
な
い
。
）

　
第
三
篇
は
刑
法
の
内
容
（
醤
。
O
。
ロ
一
①
ロ
酔
。
h
夢
①
黛
鼠
琶
雪
ε
と
題
し
て
以

下
の
各
章
を
包
購
す
る
。
即
ち
財
産
に
封
す
る
罪
（
1
）
（
o
験
9
①
部
覧
器
酔

℃
吋
。
甥
。
昌
矯
餌
ロ
傷
勺
。
．
、
。
。
。
・
凶
。
コ
ハ
一
）
）
、
同
じ
く
（
狂
）
　
身
麗
に
封
す
る
罪
（
O
旨
琴
田

”
騎
”
剛
コ
、
茸
げ
。
勺
。
吋
の
。
冨
）
、
公
の
秩
序
及
び
國
家
の
安
全
淀
封
す
る
罪
3
浮
膏
霊

m
瞬
即
一
昌
。
。
培
ロ
注
。
O
円
山
。
噌
曽
”
島
爵
。
の
固
馬
。
ぞ
。
一
9
①
o
q
鉾
費
琶
、
種
表
の
罪
（
目
ぎ
亀
弩
8
房

O
自
o
昌
o
Φ
る
o
）
o

　
こ
の
部
分
は
所
謂
刑
法
各
論
に
當
り
、
實
に
轍
多
い
犯
罪
の
定
義
及
び
論
明



が
興
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
窃
盗
罪
及
び
類
似
の
犯
罪
を
取
り
扱
つ
た
第

ゴ五

章
の
財
産
に
封
す
る
罪
に
つ
い
て
は
今
次
立
法
と
は
關
係
な
く
改
訂
が
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
り

え
ら
れ
、
叉
第
一
七
章
中
旨
曽
蓋
寅
目
騎
算
R
に
づ
い
て
取
扱
つ
た
第
一
二
八

節
も
一
部
書
き
直
さ
れ
た
（
v
）
。

　
第
四
篇
は
刑
事
訴
訟
手
績
に
於
け
る
謹
振
（
穿
置
。
5
。
。
ぎ
o
・
試
量
o
・
皿
。
も巳
）
に

っ
い
て
、
暴
驚
責
任
と
誰
人
能
力
（
日
冨
冒
琶
。
昌
o
h
帽
．
8
審
＆
9
喜
。
貯
。
9
。
。
h

舅
冒
婁
邑
と
、
立
誰
方
法
及
び
鐙
櫨
の
關
聯
（
目
。
9
。
房
9
写
。
鼠
碧
山
ぎ
一
。
、

轟
琴
。
9
国
＆
跨
8
）
に
分
つ
て
簡
軍
な
謹
抵
法
の
説
明
が
爲
さ
頭
て
い
る
。

　
全
膣
と
し
て
本
書
は
著
者
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
學
生
の
爲
の
教

科
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
從
つ
て
學
生
の
研
究
の
負
捲
と
な
ら
な
い
よ

う
、
判
例
、
文
献
の
引
用
も
愼
重
に
考
慮
さ
、
れ
、
選
澤
さ
れ
て
い
る
。
從
つ
て
そ

の
引
用
は
数
的
に
は
決
し
て
豊
富
と
は
云
え
な
い
と
し
て
も
、
重
黙
的
で
、
殊

に
文
献
と
し
て
は
客
a
①
篶
卜
℃
鷺
8
魯
ε
〇
二
e
営
巴
■
騨
ヨ
お
翫
ハ
ラ
ジ

ノ
ヴ
ィ
ジ
ツ
と
タ
ー
ナ
耳
の
編
“
輯
に
な
る
国
昌
凪
凶
昏
o
o
葺
＆
①
m
g
O
話
ヨ
ぎ
巴
ロ
焦
。
速
。

叢
書
第
四
巷
。
本
書
に
引
用
し
て
あ
る
の
は
∴
九
四
五
年
の
第
一
版
で
あ
る
が

一
九
四
八
年
に
リ
プ
リ
ン
ト
版
が
出
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
荷
こ
の
本
に
つ
い

て
は
刑
法
難
誌
第
二
巻
第
二
號
一
〇
八
頁
以
下
に
準
野
龍
一
助
教
授
が
簡
盤
な

紹
介
と
批
判
と
を
試
み
て
居
ら
れ
る
）
、
判
例
は
國
≧
●
ω
巴
δ
げ
β
著
（
誤
琶
．
一

舅
一
〇
類
α
・
一
8
か
ら
ω
8
融
三
く
●
冒
げ
昌
（
お
畠
）
一
国
●
¢
駐
o
o
に
至
る
ま
で
、

制
定
法
に
つ
い
て
も
、
八
三
ケ
條
と
一
〇
ケ
の
oo
9
9
昆
Φ
か
ら
な
る
9
ぎ
－

宣
巴
匂
諾
試
8
》
9
・
一
漣
o
o
・
の
大
部
分
の
規
定
に
鰯
れ
て
居
り
、
特
に
告
訴

か
ら
有
罪
到
決
に
至
る
十
六
種
の
、
刑
事
訴
訟
手
練
に
於
け
る
代
表
的
書
式
を

集
め
た
附
録
は
イ
ギ
リ
ス
の
刑
事
手
綾
の
實
際
を
察
知
す
る
に
役
立
つ
等
、
一

般
に
禅
釜
す
る
所
が
紗
く
な
い
。
し
か
し
乍
ら
一
面
、
學
生
の
負
捲
加
重
に
封

　
　
　
　
紹
．
介
と
批
評

す
る
顧
慮
と
、
厳
述
方
法
の
新
し
い
形
式
と
は
相
侯
つ
て
、
時
と
し
て
肢
述
の

簡
箪
に
過
ぎ
る
こ
と
を
憾
み
と
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
こ
と
に
謹
族
法
に
關
す

る
部
分
に
つ
い
て
こ
の
感
が
深
く
、
ケ
ニ
イ
の
の
び
の
び
と
し
た
風
格
の
あ
る

文
章
に
比
し
て
物
足
り
な
さ
が
感
ぜ
ら
れ
な
く
も
な
い
。

四

　
0
9
0
の
o
ロ
o
昌
O
旨
目
勘
冨
巴
■
餌
名
”
一
〇
儀
O
’
は
、
　
晶
剛
に
・
も
述
べ
た
通
り
H
β
－

首
o
含
o
試
§
言
6
ニ
ヨ
営
餌
一
■
餌
薯
の
姉
妹
篇
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

古
く
は
所
謂
客
膿
又
は
打
撃
の
錯
誤
が
責
任
を
阻
却
し
な
い
と
い
う
有
名
な
リ

ー
デ
ィ
ソ
グ
ケ
イ
ス
で
あ
る
国
●
〈
．
Oo
巴
置
げ
O
曙
（
ま
鴇
）
一
型
o
≦
山
。
岩
O
か

ら
帆
帆
O
富
ま
①
鼠
①
禽
Φ
唄
、
、
に
關
す
る
最
も
リ
ー
セ
ン
ト
な
国
●
〈
・
ω
O
ヨ
冒
一

事
件
（
お
お
㌔
一
国
・
中
き
q
（
こ
れ
は
刑
法
入
門
第
二
版
の
出
版
後
の
判
決
で

あ
る
爲
、
刑
法
入
門
に
も
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
）
　
に
至
る
新
奮
到
例
中

よ
り
極
め
て
愼
重
に
選
揮
さ
れ
た
ご
こ
件
の
到
例
を
、
第
一
部
民
事
及
び
刑

事
訴
訟
手
績
（
o
鑑
言
鼠
o
吋
冒
冒
菖
評
。
。
。
。
旨
覧
）
、
第
二
部
刑
事
責
任
（
o
吋
ぼ
富
】

目
畳
年
邑
、
第
三
部
刑
事
責
任
阻
却
（
国
器
ヨ
嘗
2
守
。
日
守
一
昆
轟
一
響
ε
9
量
議
ξ
）
b

第
四
部
責
任
の
段
階
e
霞
㎏
。
詔
9
閑
。
碧
曾
ω
言
ξ
）
，
第
五
部
窃
盗
罪
P
弩
①
ξ
）
、

第
六
部
横
領
罪
（
国
善
。
、
．
一
。
日
。
昇
）
、
第
七
部
詐
害
横
領
罪
葛
・
騨
且
巨
。
暮
o
。
署
。
挙

一
。
昌
）
，
第
八
部
詐
欺
に
よ
る
取
得
3
耳
”
該
封
ξ
害
『
の
り
困
。
酔
。
”
。
。
の
）
、
第
九
部

盗
品
牧
受
罪
（
閑
。
。
。
景
眞
碧
。
一
。
冒
0
8
邑
、
第
一
〇
部
夜
盗
及
ぴ
佳
居
侵
入
罪

（
曽
邑
帥
曙
餌
呂
国
。
房
①
慰
琶
諸
）
、
第
二
部
張
盗
罪
（
国
g
冨
邑
、
第
一
二
部
恐

喝
罪
（
淳
暮
昌
営
騎
証
昏
さ
塁
§
）
、
第
二
二
部
放
火
罪
及
び
殿
棄
罪
（
腎
m
§

”
且
旨
昌
8
畠
冒
琵
鷺
）
、
第
一
四
部
爲
造
罪
（
容
黄
。
・
『
）
，
第
一
五
部
違
法
性
の

阻
却
さ
れ
た
殺
人
（
■
暫
言
ロ
＝
皆
昆
＆
①
）
、
第
一
六
部
豫
謀
悪
意
（
呂
”
一
一
。
。
箆
協
。
嬬
①
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
一
九
六
）



　
　
　
　
紹
6
介
と
批
評

夢
2
答
θ
）
を
俘
う
殺
人
罪
（
冒
ロ
議
。
・
）
、
第
一
七
部
目
巴
一
8
縁
O
話
爵
2
騎
ぎ
の

な
い
殺
人
罪
（
旨
。
昌
・
薯
瞬
暮
。
嘱
）
、
第
一
八
部
暴
行
罪
及
び
傷
害
罪
（
蓄
、
曽
三
岱
餌
呂

〆
く
。
冒
身
5
騎
）
、
，
第
一
九
部
重
婚
罪
亘
瞬
鱒
ヨ
篤
、
第
二
〇
部
叛
逆
罪
へ
厚
窪
の
9
）
、
第

二
一
部
公
の
秩
序
（
曽
嘗
。
O
．
画
。
弓
）
、
第
二
二
部
刑
事
文
書
誹
殿
罪
（
O
・
ぎ
冒
”
一

＝
ぴ
。
一
）
、
第
二
三
部
不
法
共
謀
罪
及
び
公
共
危
瞼
罪
ハ
9
冨
旨
鱒
2
即
昌
害
匹
。

峯
の
。
試
。
協
）
、
第
二
四
部
爲
謹
罪
短
。
．
冒
弓
知
）
、
第
二
五
部
刑
事
訴
訟
手
績
（
9
鼠
邑

℃
・
。
。
。
9
・
。
勺
に
分
類
蒐
録
し
た
本
文
及
び
目
録
、
到
例
目
録
、
制
定
法
目
録
か

ら
成
り
、
之
等
の
よ
く
整
理
さ
れ
た
目
録
が
『
刑
法
入
門
』
に
於
け
る
と
同
檬

研
究
に
便
利
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
到
例
の
提
示
方
法
は
、
ま
ず
そ
の
ケ
イ
ス
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
ポ
イ
ソ
ト
を

簡
箪
に
述
べ
た
イ
タ
リ
ヅ
ク
の
小
見
出
し
に
始
ま
り
、
次
い
で
事
件
の
概
要
と

到
快
抄
本
と
が
之
に
績
く
と
云
5
風
で
贈
、
刑
法
入
門
』
に
於
い
て
著
者
達
の
と

つ
た
表
現
方
法
同
様
、
敷
果
的
且
魅
力
的
で
あ
る
。
こ
の
事
は
更
に
こ
の
到
例

集
の
最
も
大
き
な
特
色
と
な
つ
て
い
る
＝
二
の
O
書
霞
巴
2
9
霧
。
の
扱
い

方
に
っ
い
て
も
云
え
る
。

帥
ち
こ
の
O
曾
霞
巴
2
9
窪
は
、
　
關
係
あ
る
判
例
團
が
あ
げ
ら
れ
た
後

に
疑
義
の
多
い
、
困
難
な
間
題
で
、
し
か
も
『
刑
法
入
門
』
に
於
い
て
は
比
較

的
簡
軍
に
説
明
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
ト
ピ
ヅ
〃
ス
に
關
し
て
よ
り
つ
つ
こ

ん
だ
議
論
を
進
め
て
『
刑
法
入
門
』
の
補
充
夕
爲
し
て
い
る
黙
で
興
昧
が
惹
か

れ
る
。

　
O
Φ
昌
霞
巴
Z
o
富
A
は
、
一
暮
①
暮
一
〇
戸
国
O
菖
く
Φ
騨
ロ
山
ω
b
O
o
田
o
H
艮
O
冒
6

と
題
す
る
小
見
出
し
の
下
に
、
・
行
爲
の
結
果
に
封
す
る
豫
見
（
h
亀
。
昌
騨
）
若
し

く
は
意
欲
a
。
、
一
・
。
）
を
意
昧
す
る
故
意
と
、
行
爲
者
が
あ
る
行
爲
を
爲
す
爲
の
理

由
に
過
ぎ
な
い
動
機
と
の
間
の
匿
別
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
甲
ダ
望
雷
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
一
九
七
）

q
詮
e
国
●
畢
。
S
（
m
唇
旨
も
・
這
）
と
ミ
O
O
一
ヨ
富
讐
O
昌
～
U
■
即
｝
ス
一
旨
㎝
趣

》
ρ
§
（
ω
ξ
鮮
サ
5
）
の
場
合
を
、
閃
●
＜
，
》
三
〇
屋
（
お
旨
）
一
国
雨
’
曾
。

と
比
較
し
乍
ら
故
意
、
動
機
、
特
別
意
思
に
關
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
ノ
ー
ト
B
は
、
国
o
器
即
窪
餌
邑
乙o
霊
“
暮
o
曙
〇
ニ
ヨ
3
と
題
し
て
葬

く
●
≦
冨
彗
”
葬
＜
。
望
8
富
（
一
藁
這
界
弱
」
お
の
事
件
に
つ
い
て
論
じ

始
め
て
法
の
解
羅
に
つ
い
て
彊
調
し
、
叉
法
律
の
錯
誤
と
事
實
の
錯
誤
と
を
封

比
せ
し
め
つ
づ
論
じ
て
い
る
。

　
ノ
ー
ト
C
は
ト
暮
o
旨
b
諾
の
見
出
し
で
犯
罪
未
途
に
つ
い
て
の
新
し
い
方

向
を
示
唆
し
、
ノ
ー
ト
D
は
目
ぎ
O
緩
窃
9
卜
oQ
げ
巧
O
鍔
閾
一
〇
薯
o
屋
騨
冒
q

駐
一
薯
の
見
出
し
で
階
，
刑
法
入
門
』
の
一
七
三
頁
か
ら
五
頁
へ
か
け
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
上
■
記
の
事
件
に
つ
い
て
、
最
近
の
閃
語
o
〈
，
閃
①
呂
（
お
お
）
p
国
’
中

㎝
ミ
の
事
件
に
封
懸
せ
し
め
乍
ら
更
に
詳
細
な
説
明
を
試
み
た
も
の
。
ノ
ー
ト

E
は
［
鷲
8
昌
鴇
げ
嘱
”
円
ユ
簿
の
見
出
し
の
下
に
ト
リ
ヅ
ク
に
よ
る
窃
盗
罪

と
詐
欺
に
よ
る
取
得
と
の
間
の
匪
別
を
寄
託
契
約
と
費
買
契
約
と
の
囁
別
に
よ

り
て
定
ま
る
と
云
う
9
目
曽
妻
£
目
薗
詳
霞
崎
図
o
註
o
き
臼
oo
Y
辞
●
℃
。
留
㎝

（
一
襲
）
に
述
べ
ら
れ
た
C
・
」
・
ハ
ム
ソ
ソ
の
論
読
を
引
用
し
て
、
だ
が
し
か

し
そ
の
間
の
匠
別
は
取
得
と
引
渡
と
の
匠
別
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
の
見

解
を
明
ら
か
に
し
、
以
下
．
．
訂
鉦
昌
の
、
、
と
．
、
号
一
貯
o
曙
、
、
の
差
を
費
買
、
寄

託
、
供
託
の
契
約
に
關
浬
せ
し
め
て
論
じ
て
い
る
。
叉
ノ
ー
ト
F
は
［
鷲
8
β
気

緩
曽
閃
霧
昆
戸
9
即
冒
置
富
ざ
と
題
し
て
、
通
読
に
反
封
す
る
」
・
W
・
タ

ー
ナ
ー
の
読
（
鼠
。
山
の
国
コ
＞
暮
吋
魯
。
＝
。
O
巴
ぎ
冒
”
一
■
曽
輿
、
・
冒
。
。
駅
①
）
を
紹
介
批
判
し

乍
ら
再
び
匡
＆
零
ダ
》
昏
司
色
一
の
ケ
イ
ス
に
言
及
し
て
い
る
。
　
ノ
ー
ト
．
G

は
見
出
し
な
し
で
占
有
の
概
念
及
び
類
似
の
観
念
は
窃
盗
罪
に
關
す
る
法
律

に
つ
い
て
二
重
の
重
要
性
を
持
つ
て
い
る
と
し
て
、
保
管
（
2
弩
牙
）
と
所
有



（
。
書
。
厘
）
の
概
念
に
つ
き
多
く
の
判
例
及
び
文
献
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
る
。

侮
こ
の
、
項
に
お
い
て
q
・
ω
審
喜
象
が
遺
失
物
横
領
を
、
何
人
に
よ
つ
て
も

占
有
さ
れ
な
い
客
瞠
の
窃
盗
の
一
例
と
し
て
い
．
る
（
U
蒔
。
馨
9
夢
。
9
鼠
邑

ぎ
（
も
妖
冨
）
の
に
反
封
し
て
放
棄
（
昌
、
昌
。
昌
ヨ
。
昌
一
）
の
讃
擦
の
な
い
場
合
に
は
、

あ
る
他
人
が
そ
の
も
の
を
取
得
す
る
迄
は
遺
失
者
の
占
有
槽
が
留
ま
つ
て
い
る

と
解
す
る
の
が
法
の
見
解
で
あ
り
、
放
棄
の
諦
櫨
が
あ
る
場
合
に
ば
當
該
物
件

は
盗
ま
れ
得
な
い
と
主
張
し
て
い
る
（
｝
｝
二
頁
）
鮎
注
目
さ
れ
る
。
目
富

oo

8
冨
亀
閂
影
民
三
〇
導
O
自
く
霞
詮
自
と
題
す
る
ノ
ー
ト
H
で
は
新
し
い

到
例
界
ダ
む
げ
昌
霧
仁
霊
。
。
蓄
。
。
O
即
・
》
℃
男
閑
8
。
崔
が
批
到
さ
れ
、
ノ
ー

ト
J
で
は
盗
品
牧
受
罪
に
關
す
る
界
く
。
国
言
㎎
四
邑
ト
げ
轟
巨
o
＜
罫
9
、
の

O
緩
o
が
批
判
さ
れ
、
ノ
ー
ト
K
で
は
国
一
蓉
犀
巳
葺
ズ
恐
喝
取
財
）
の
見
出
し

で
■
胃
8
身
》
9
・
一
〇
一
9
の
第
二
九
條
、
第
三
〇
條
及
び
第
三
一
條
第
二

項
の
規
定
を
匠
別
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
羅
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
L
は
間
題
の
多
い
O
富
ま
o
鼠
o
亀
昌
に
關
し
、

そ
し
て
ノ
ー
ト
M
は
円
富
U
呂
鼠
試
9
亀
ピ
彗
巴
”
d
吸
騨
霞
と
題
し
て

そ
の
困
難
な
間
題
馳
を
（
1
）
被
告
人
が
死
者
を
殺
そ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
に
於
い
て
、
挑
護
の
理
由
に
よ
つ
て
冒
β
践
霞
が
目
聾
巴
讐
筑
算
臼

に
な
る
場
合
、
（
2
）
蓮
法
行
爲
の
性
質
が
冒
9。
嵩
冨
q
㎎
耳
霞
の
有
罪
決
定
の

基
礎
を
構
成
す
る
場
合
、
（
3
）
刑
事
上
の
過
失
へ
。
増
莚
昌
騨
言
。
讐
瞬
。
β
。
。
）
の
三
っ

の
論
黙
に
分
析
し
、
困
難
な
冒
弩
巴
讐
㎎
年
曾
を
要
約
し
て
い
る
。
最
後
に

ノ
ー
ト
N
は
月
お
緩
o
冨
に
つ
い
て
最
近
の
筒
o
『
8
、
の
O
器
o
（
お
＆
）
委
，
ρ

。。

§
と
O
o
崇
嘗
蓼
試
話
目
お
緩
o
β
と
に
分
つ
て
論
じ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
こ
の
到
例
集
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
來
た
檬
に
、
ユ
ニ
イ
ク
な
一

三
の
O
曾
零
巴
2
9
霰
を
含
み
、
極
め
て
精
選
さ
れ
た
新
奮
＝
二
の
到

紹
介
と
批
評

例
を
牧
め
、
し
か
も
欝
富
な
弱
例
及
び
制
定
法
目
録
が
つ
い
て
い
る
と
云
う
三

大
特
長
の
爲
に
イ
ギ
リ
ス
刑
法
の
研
究
を
援
け
る
簡
便
で
手
頃
な
到
例
集
と
し

て
推
奨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
執
筆
後
　
》
『
毎
円
ヨ
ま
躍
①
氏
が
目
6
b
餌
婁
£
轟
旨
霞
ぐ

漏
O
£
O
巧
の
一
九
五
一
年
一
月
號
に
『
刑
法
入
門
』
第
二
版
を
簡
箪
に
紹
介
し
、

『
刑
法
到
例
集
』
に
到
し
て
は
そ
の
到
例
の
選
揮
、
提
示
、
編
輯
が
第
一
級
で

あ
る
と
し
て
賞
讃
し
、
且
そ
の
特
長
あ
る
十
三
の
　
、
．
O
o
ま
轟
一
2
9
窪
．
、

に
つ
い
て
彊
調
し
、
爾
到
例
の
取
扱
に
つ
い
て
の
多
少
の
批
到
を
加
え
た
書
評

を
試
み
て
居
ら
れ
る
事
を
獲
見
し
た
こ
と
を
附
記
す
る
。
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子
）
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